
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発行／日田市農業委員会事務局 ☎0973-22-8213 日田市田島2丁目6番1号 

 

平成30年12月1日発行 

第 31号 

 日田市では「第 2 期日田市男女共同参画基本計

画」を策定し、女性の政策・方針決定の場への参

画を進めています。日田市農業委員会では、４人

の女性農業委員が活躍しています。 

女性委員は月に 1 回集まり、市内農家等への訪

問研修や農地パトロールを行う等、積極的に活動

しています。今後女性農業委員として更なる取り

組みを進めていきます。 

■農地利用最適化推進施策に関する意見

書・・・P２ 

■農業者年金受給者協議会総会・・P３ 

■農業委員会活動報告・・・・P4、5 

■若手農業者インタビュー・・・・P6 

■農地の「賃借料情報」について・・P7 

■農業委員会からのお知らせ・・Ｐ８ 
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女性農業委員による積極的な活動！ 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月１日発行                    日田市農業委員会だより（２） 

 

農業委員会活動報告 農地利用最適化推進施策に関する意見書 

 

日
田
市
農
業
委
員
会
は
、
九
月
二

十
一
日
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法

律
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き

「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関

す
る
意
見
書
」
を
原
田
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。 

 

・（
災
害
復
旧
） 

➀
農
業
者
が
安
心
し
て
早
期
に
農
業

再
開
が
で
き
る
よ
う
復
旧
・
復
興

に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
頂
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。 

➁
平
成
二
十
九
年
七
月
九
州
北
部
豪

雨
に
お
い
て
、
国
の
災
害
復
旧
と

な
ら
な
い
小
規
模
な
災
害
等
に
対

し
て
は
、
市
単
小
災
害
復
旧
事
業

に
て
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り 

ま
す
が
、
補
助
率
嵩
上
げ
は
国
の
災
害
復
旧
と
同
様
、
平
成
三
十
一
年

度
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
河
川
の
改
良
復
旧
工

事
が
行
わ
れ
る
地
区
に
お
い
て
は
、
農
地
・
農
業
用
施
設
の
復
旧
が
、

平
成
三
十
二
年
以
降
と
な
る
た
め
、
こ
の
地
区
に
限
り
市
単
小
災
害
復

旧
事
業
の
補
助
率
の
嵩
上
げ
を
要
望
し
ま
す
。 

➂
豪
雨
災
害
で
多
く
の
農
地
の
表
土
が
流
出
し
て
い
ま
す
。
作
付
を
行
う

に
は
農
地
の
地
力
向
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
災
害
復
旧
後
の
地
力
回

復
・
向
上
の
た
め
、
農
地
へ
の
堆
肥
散
布
に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま

す
。 

➃
日
田
市
で
は
、
平
成
二
十
四
年
と
二
十
九
年
に
二
度
に
亘
っ
て
の
豪
雨

被
害
、
平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
等
、
大
き
な
被
害
を

受
け
た
農
業
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
強
い
農
地
整
備
と
担

い
手
確
保
の
た
め
「
創
造
的
復
興
」
の
実
現
に
向
け
た
、
農
業
振
興
課

職
員
の
人
員
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。 

 
 

 
・（
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
） 

➀
新
規
就
農
者
の
農
業
用
機
械
等
の
取
得
に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま

す
。
農
業
用
機
械
等
は
高
額
で
あ
り
、
新
規
就
農
者
に
は
負
担
が
大
き

い
た
め
、
比
較
的
安
価
な
中
古
品
を
含
め
た
農
業
用
機
械
の
取
得
に
対

す
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

➁
新
規
就
農
者
に
対
す
る
栽
培
技
術
の
指
導
の
み
な
ら
ず
、
販
路
の
拡

大
・
確
保
等
新
規
就
農
者
に
寄
り
添
っ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
班
体
制

を
作
る
等
、
支
援
体
制
の
構
築
を
要
望
し
ま
す
。 

 

・（
集
落
営
農
に
対
す
る
支
援
） 

➀
堆
肥
散
布
に
つ
い
て
は
、
日
田
市
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
で
あ
る
日

田
ア
グ
リ
株
式
会
社
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
散
布
時
期
が
重
な
る
た

め
、
市
内
全
体
で
の
対
応
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域
農
業 

の
担
い
手
で
あ
る
集
落
営
農
組
織
に
堆
肥
散
布
機
の
導
入
に

対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

➁
集
落
営
農
組
織
の
農
業
機
械
導
入
に
対
す
る
支
援
策
で
あ
る

「
集
落
営
農
組
織
活
動
支
援
事
業
」
は
年
間
二
組
織
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
地
集
積
・
集
約
拡
大
の
た
め
に
は
、
農

作
業
の
効
率
化
が
必
要
な
事
か
ら
、
助
成
組
織
数
の
拡
大
と
予

算
の
増
額
を
要
望
し
ま
す
。 

➂
集
落
営
農
組
織
の
経
営
安
定
の
た
め
に
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備
に
対

す
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。
併
せ
て
、
米
の
品
質
向
上
の
た
め

色
彩
選
別
機
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

➃
米
の
生
産
調
整
が
廃
止
さ
れ
今
後
は
米
価
格
の
低
下
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
日
田
市
で
は
米
以
外
の
作
付
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
が
有

効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
刈
取
り
機
械
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
集
落

営
農
組
織
に
Ｗ
Ｃ
Ｓ
専
用
コ
ン
バ
イ
ン
導
入
に
対
す
る
支
援

を
要
望
し
ま
す
。 

 

・（
有
害
鳥
獣
対
策
） 

➀
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ア
ナ
グ
マ
の
捕
獲
の
強
化
を
要
望
し
ま
す
。 

➀
県
単
の
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
前
年
度

の
二
月
ま
で
の
申
請
者
が
対
象
と
な
る
た
め
、
新
規
就
農
者
や

新
た
に
発
生
し
た
被
害
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
新
規
就
農
者
や
突
発
的
な
被
害
に
対
す
る
電
気
牧
柵

の
設
置
に
対
す
る
市
単
で
の
支
援
を
要
望
し
ま
す
。 

➁
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を
減
ら
す
た
め
、
捕
獲
体
制
の
活
動
強
化

と
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
対
す
る
報
償
金
単
価
の
引
き
上
げ
を
要

望
し
ま
す
。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地中間管理事業による農地の貸借をしませんか？ 

農地中間管理事業とは大分県農地中間管理機構（大分県農業農村振興社）が、農地を貸したい方と農地を

借りたい方の中間的受け皿となって、農地の集積・集約化を進める事業です。 

 

                 貸し付け                   借り受け 

 

～農地を貸したい方へ～                   ～農地を借りたい方へ～ 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月１日発行                    日田市農業委員会だより（３） 

 
 

農
業
委
員
会
地
区
別
セ
ミ
ナ
ー
が 

 
 
 

 
 
 

 
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

十
月
三
十
一
日
、
日
田
市
役
所
に
て
大
分
県
農

業
委
員
会
西
部
地
区
（
日
田
・
玖
珠
・
九
重
）
地

区
別
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
日
田
市
農
業
委
員

会
か
ら
は
二
十
九
名
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

「
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
全
体
研
修
の
後
、
各
農
業
委
員
会
か
ら
「
農

地
利
用
最
適
化
」
の
取
組
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
田
市
か
ら
は
、
松
原
忠
雄
農
業
委
員
が
、

日
田
市
農
業
委
員
会
の
活
動
や
、
自
身
が
マ
ッ
チ

ン
グ
を
成
功
さ
せ
た
活
動
例
を
発
表
し
、
意
見
交

換
会
で
は
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。。   

農
業
者
年
金
受
給
者
協
議
会
総
会
が
七
月
九
日
、
日
田
市
役
所
で
開
催

さ
れ
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
閉
会
後
、

市
の
体
育
指
導
員
で
あ
る
講
師
、
古
田
博
子
さ
ん
か
ら
「
健
康
運
動
教
室

～
元
気
で
過
ご
す
た
め
に
～
」
と
い
う
講
演
が
あ
り
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

通
じ
て
、
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
健
康
な
体
作
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。 

平
成
三
十
年
度
日
田
市
農
業
者
年
金 

受
給
者
協
議
会
総
会 

 

 

 

農作業の人員確保に困っていませんか・・・？ 

シルバー人材センターに 

ご相談ください！ 

 

シルバー派遣事業のメリット 

○忙しい時期だけでも依頼できます。 

○短時間労働でもお引き受けします。（１日でもＯＫ） 

○公共的な機関なので安心してご依頼できます。 

（注意点） 

・高齢者の就業なので、安全な作業以外のお引き受

けはできません。 

・仕事の引き受けが決まっても、作業開始まで一定

の期間をいただくことがあります。 

（公社）日田市シルバー人材センター 

ＴＥＬ ０９７３－２４－７６７６ 

 

農地中間管理機構 

（農業農村振興公社） 

 

 

農地を貸したい方 

（出し手） 

農地を借りたい方 

（受け手） 

↓記念品贈呈式の様子 

↓講演会でのエクササイズの様子 

↑
意
見
交
換
会
の
様
子 

↑
松
原
委
員
に
よ
る 

 

取
組
発
表 

詳しくは、日田市農業振興課（電話番号 0973-22-8211）にお問い合わせください。 

➀賃借料は受け手から機構が徴収し、機構が責任をもってお支払

いします。 

➁借入期間が過ぎたら、農地はお返しします。 

（延長もできます。） 

➀まとまりのある農地を借り受けたり、他の受け手と農地を交換

したりして、農作業の効率化が図れます。 

➁出し手が多数でも、賃借料の支払先は機構に一本化されます。 

③万一、出し手が子の代に移っても、契約期間内中は変わらず耕

作できます。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１２月１日発行                    日田市農業委員会だより（４） 

 

農業委員会活動報告 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て 

 

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況

調
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
八
月
・
九
月
を 

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」 

と
し
、
主
に
荒
れ
た
農
地 

や
違
反
転
用
が
な
い
か
等 

を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
調
査
の
結
果
を
受 

け
、
対
象
農
地
の
所
有
者 

等
に
農
地
の
利
用
に
関
す 

る
意
向
調
査
を
行
う
事
が 

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解 

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

農
地
相
談
会 

 
 

 

七
月
二
十
七
日
に
農
地

相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
市
役
所
の
会
議

室
で
実
施
し
、
農
地
の
あ
っ

せ
ん
や
こ
れ
か
ら
農
業
を

始
め
た
い
方
か
ら
の
相
談

な
ど
に
、
丁
寧
に
お
答
え
し

ま
し
た
。 

視
察
研
修
報
告 

 

日
田
市
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
二
十
四

名
は
、
十
一
月
七
日
に
視
察
研
修
を
行
っ
た
。 

一
日
目
は
世
界
農
業
遺
産
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
ジ
ア
ス
に
選

出
さ
れ
た
、
国
東
半
島
、
宇
佐
地
域
で
あ
る
。
選
出
さ
れ
た

理
由
と
し
て
、
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め
池
が
つ
な
が
る
農
林
水
産

業
の
環
境
で
あ
り
、
雨
水
が
ク
ヌ
ギ
林
を
成
長
さ
せ
、
そ
の

土
に
浸
透
し
た
栄
養
分
が
た
め
池
に
入
り
、
そ
の
水
で
水
田

や
水
産
物
が
守
ら
れ
て
い
る
事
と
、
ク
ヌ
ギ
で
シ
イ
タ
ケ
を

生
産
す
る
循
環
サ
イ
ク
ル
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
世

界
農
業
遺
産
と
な
っ
た
こ
と
で
、
県
を
中
心
に
地
域
関
係
者

が
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
を
作
り
、
次
世
代
へ
の
継
承
・
地

域
の
元
気
づ
く
り
・
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
な
ど
様
々
な
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
で
、
地
域
間
交
流
も
増
え
、
先
祖
の
宝
を
継
承
し
、
発

展
さ
せ
て
い
る
。 

 

二
日
目
は
佐
賀
の
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
そ
ば
に
あ
り
、

海
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
る
中
山
牧
場
を
視
察
。
同
牧
場
は
、

黒
毛
和
牛
を
繁
殖
・
肥
育
・
食
肉
販
売
ま
で
を
手
が
け
る
大

規
模
経
営
牧
場
で
あ
る
。
食
肉
加
工
を
始
め
て
、
牛
の
肉
質

が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
事
に
よ
り
、
肉
質
の
悪
い
牛
を
出

さ
な
い
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
牛
舎
に
余
裕
を
持
ち
牛
を
大
事

に
育
て
る
、
繁
殖
牛
を
自
然
豊
か
な
石
垣
島
で
育
て
る
事
に 

よ
り
、
健
康
な
子
牛
を
作
る
、
稲
わ
ら
を
佐
賀
平
野
で
集
め

自
家
飼
料
供
給
率
を
上
げ
る 農

業
委
員 

 

江
藤 

義
幸 

自
家
飼
料
供
給
率
を
上
げ
る
、
な
ど
で
肉
質
を
上
げ
佐
賀

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
い
る
。
食
肉
加
工
部
門
で
は
、

女
性
が
働
き
や
す
い
よ
う
に
一
人
一
人
の
個
性
に
合
っ
た

職
場
づ
く
り
を
し
て
い
た
。
加
工
所
で
の
手
造
り
ハ
ン
バ

ー
グ
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
丁
寧
に
一

つ
ず
つ
作
っ
て
い
た
。
中
山
牧
場
の
五
十
年
の
歴
史
、
計

画
性
と
情
熱
あ
ふ
れ
る
経
営
に
感
動
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。 

 

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
集
落
営
農
を
中
心
と
す
る
国

東
の
農
業
と
、
大
規
模
経
営
で
雇
用
を
生
み
出
す
中
山
牧

場
で
あ
り
対
照
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
日
本

農
業
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

我
が
日
田
市
も
、
大
半
は
中
山
間
の
農
村
で
あ
る
。
ま

さ
に
小
さ
な
農
業
遺
産
で
あ
る
。
そ
の
景
観
の
良
い
農
地

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
、
鳥
獣
被
害
、
米
の
単
価
安
の
な
ど
の
問
題
を
解
消

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
内
の
関
係
機
関
が

知
恵
を
絞
り
話
し
合
い
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
む
し
か
な
い
。 

 
若
い
頃
よ
く
「
継
続
は
力
な
り
」
と
聞
い
て
い
た
が
、

こ
の
言
葉
を
再
考
す
る
視
察
研
修
で
あ
っ
た
。 

 

中
山
牧
場
で
の
視
察
の
様
子 

↓ 

 

  
 
 
 

↑ 

世
界
農
業
遺
産
に
選
出
さ
れ

た
国
東
半
島
・
宇
佐
地
域
の

た
め
池
視
察
の
様
子 

 
 
 
 
 

↑ 

パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子 

 
 
 
 
 

↑ 

相
談
会
の
様
子 
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日
田
市
前
津
江
町
に
二
〇
一
七
年
七
月
、「
ま
え
つ
え

営
農
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
組
合
長
を
石
井
副
会
長
が

務
め
て
い
ま
す
。
同
組
合
は
、
設
立
以
前
か
ら
集
落
営

農
組
織
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
、

構
成
員
の
農
作
業
を
受
託
す
る
組
合
と
し
て
体
制
を
一

新
し
ま
し
た
。
石
井
副
会
長
を
中
心
と
し
て
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
農
地
状
況
の
把
握
を
行
い
つ
つ
、
地

区
内
で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
に
も
取
り
組
み
、

話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
十
月
に
は
、
約
六
十

ア
ー
ル
の
耕
作
放 

棄
地
の
草
刈
り
を 

行
い
、
畑
の
再
生 

を
行
い
ま
し
た
。 

今
後
は
有
機
堆
肥 

を
活
用
し
、
環
境 

保
全
に
配
慮
し
た 

日
田
式
循
環
型
農 

業
で
の
日
田
野
菜 

の
栽
培
に
取
り
組 

む
予
定
で
す
。
「 

ま
え
つ
え
営
農
組 

合
」
の
拡
大
・
発 

展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

い
ま
す
。 

     

●
次
の
よ
う
な
場
合
等
に
は
、
納
税
猶
予
が
打

ち
切
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

➀
特
例
農
地
等
に
つ
い
て
譲
渡
・
貸
付
・
転

用
・
耕
作
放
棄
が
あ
っ
た
場
合
。 

 

➁
特
例
農
地
で
の
農
業
経
営
を
や
め
た
場
合
。 

 

➂
納
税
猶
予
適
用
継
続
届
出
書
を
提
出
し
な

か
っ
た
場
合
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

納
税
猶
予
は
農
地
と
農
業
経
営
の
経
営
者

を
税
制
面
に
お
い
て
支
え
る
た
め
に
作
ら
れ

た
制
度
で
す
。
納
税
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
は
、
地
域
や
家 

族
そ
し
て
自
分
の 

た
め
に
も
、
今
後 

の
大
切
な
農
地
を 

守
っ
て
い
っ
て
下 

さ
い
ま
す
よ
う
改 

め
て
お
願
い
し
ま 

す
。 

「
ま
え
つ
え
営
農
組
合
」
が
耕
作
放
棄
の 

 
 

 
 

 
 

 

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。  

 

 

農
地
利
用
最
適
化
定
期
検
討
会
に
つ
い
て 

 

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
の
推
進

の
た
め
、
今
年
五
月
か
ら
農
業
委
員
会
や
関

係
機
関
が
集
ま
り
農
地
利
用
最
適
化
定
期

検
討
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
農
地
の
受
け

手
情
報
や
、
あ
っ
せ
ん
希
望
の
農
地
情
報
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
協
議
等
、
情
報
共
有
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
の
資
質
向
上
の
場

と
な
る
よ
う
、
毎
回
研
修
も
行
っ
て
い
ま

す
。
日
田
市
の
農
業
振
興
に
関
す
る
事
業
や

有
害
鳥
獣
対
策
等
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。  

有害鳥獣対策の研修の様子 

           ↓ 

相
続
税
・
贈
与
等
納
税
猶
予
の 

特
例
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
へ 

 
 
 
 
 

↑ 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
話
し
合
い
の
様
子 
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今回は日田市上諸留町の秋山大輔さんにインタ 

ビューをさせていただきました。 

（氏名）秋山 大輔 

（年齢）２６歳（就農歴）５年 

（主な栽培品目）すいか、白菜、キャベツ、かぼちゃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀就農のきっかけを教えてください！ 

 元々、農業をしようと思っていたわけではなく、福岡

で働いてました。自分で起業をしたいと思っていたので

すが、やっぱり厳しいなと思っていたころ、新規就農の

パンフレットを見たんです。それを見てかっこいいなと

思い、日田に帰り、地元のベテラン農家さんの下で、弟

子として、一年半ほど修行をさせてもらい、それから就

農しました。 

➁実際に就農をしてみてどうでしたか？ 

 もちろん、大変ですけど、楽しいという気持ちの方が

勝っています。 

➂一番苦労したことを教えてください！ 

 休むことができないことですね。ベテランの方などは

ここは休むなど抜くところがわかっているのですが、新

規就農者は常にがむしゃらですから、休めない。最初の

３年間は地獄のように働きましたね。 

➃一番うれしかったことを教えてください！ 

 いいものを出して、その時の評価がよかったこと。お

いしいと言ってもらえることが一番うれしかったです。 

 

➄農業の大変なところを教えてください！ 

 天候条件ですね。温暖化も進んでいますし。天候の状

況によって、毎年作り方が変わります。ベテランの方に

毎年一年生と思って農業をしなさい。と言われます。 

➅仕事をするうえで大切にしていること教えてく

ださい！ 

 感謝の気持ちを持つことですね。みんなに助けてもら

ってますし。周りに感謝です。 

➆今後の目標を教えてください！ 

みんなに認めてもらえる農家になることです。あの人

の作るスイカを食べたいと言ってもらえるようなスイカ

農家になりたいです。 

⑧最後に就農を考えている方にメッセージをお願

いします！ 

 いろんなリスクを背負うと思います。金銭面だったり、

土地面、人間関係だったり。けど２、３年辛抱して、乗

り越えてほしいです。自分なりのやりがいを見つけて下

さい！ 

 

 

農
業
委
員
会
事
務
局 

平
原 

大
輝 

  

農
業
委
員
会
事
務
局
、
新
人
職
員
の
平
原
大
輝
で

す
。
農
業
体
験
と
い
う
こ
と
で
、
栗
秋
喜
一
農
業
委

員
の
ス
イ
カ
畑
に
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
作
業
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
、
収
穫
さ

れ
た
ス
イ
カ
を
重
さ
で
分
け
、
そ
の
ス
イ
カ
を
箱
詰

め
し
、
市
場
へ
出
荷
す
る
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
後
の
ス
イ
カ
の
苗
を
引
き
抜

く
作
業
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

と
に
か
く
体
力
勝
負
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
炎
天

下
の
中
、
重
い
ス
イ
カ
に
な
る
と
十
キ
ロ
を
超
え
る

も
の
も
あ
り
、
そ
れ
を
約
３
０
０
玉
ほ
ど
作
業
車
で

搬
出
し
、
箱
詰
め
を
す
る
と
い
う
作
業
は
か
な
り
重

労
働
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
栗
秋
委
員
が
ス
イ
カ
を

叩
く
だ
け
で
、
中
の
状
態
や
甘
さ
の
度
合
い
が
わ
か

る
の
が
す
ご
い
な
と 

感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
貴
重
な
経 

験
を
さ
せ
て
い
た
だ 

き
良
い
勉
強
を
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
を
今
後
の 

業
務
に
活
か
し
て
い 

き
た
い
と
思
っ
て
お 

り
ま
す
。 

 

若手農業者の声!! 
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平成３０年１２月１日発行                     日田市農業委員会だより（7） 
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老後の備えは、 

農業者年金で安心！ 
 

農業者年金は、次の条件を満たす

方はどなたでも加入できます。 

○60 歳未満の方 

○国民年金第一号被保険者 

○年間60 日以上農業に従事

している方(配偶者・後継者も可) 

認定農業者など、一定の要

件を満たす方には保険料

の国庫補助があります。 

認定農業者で青色申告をし

ている方や、その方と家族経

営協定を結んだ配偶者・後継

者の方など一定の要件を満

たす方には、保険料の国庫補

助(月額最高 1 万円)があり

ます。 

 

詳しくは、農業委員会事務局ま

たはお近くのJA窓口（農業協

同組合）へお問合せ下さい。 

農地の「賃借料情報」を 

提供しています!  

 
平成21年６月４日に「農地法の一部を改正する法律」が公

布され、平成21年12月15日に施行されました。この改正

により「標準小作料」が廃止され、これに代わり農業委員会が

農地の賃借料の情報提供を行うことが法律上明記されました。 

農業委員会事務局では、改正後の農地法第 52 条の規定

に基づき、農地法及び農業経営基盤強化法により賃借され

た実勢の賃借料を集計し、情報を提供しておりますので、

賃借料を決定する際の判断材料としてご活用ください。 

なお、この「賃借料情報」は、実勢の集計値であり拘束

力はなく賃借料決定の参考として提供するものですから、

実際の契約の際には貸手と借手の両者でよく協議したうえ

で締結してください。 

 

日田市のホームページからでも 

農業委員会の情報がご覧いただけます。 

http://www.city.hita.oita.jp/cat_00000115.html 

■農業委員会の業務内容 ■農地法関係の申請手続き案内 

■各種申請書様式のダウンロード ■農業者年金に関する情報 

■農業委員会が発行する証明 ■農業委員会総会議事録 

■農業委員会だより     ■農地の賃借料情報 等 

主な 

内容 

購読料1ヶ月 700円(送料込) 

 

週刊 金曜日発行 

農業経営には情報が多いほど良い！ 

・農政の動きをわかりやすく解説！ 

・経営に役立つ情報も満載！ 

・家族で楽しめる記事も充実！ 

・農業者の視点でお届けします！ 

 

※購読は、お近くの農業委員または農業員会事務局

へ申し込み・お問い合わせください。 
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農 地 を 売 買 又 は 

貸し借りするときは 

自 分 名 義 の 農 地 を 

転 用 す る と き は 

他人名義の土地を買うか 

借りて転用するときは 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員会からのお知らせ  

農地に関する手続きについて 

｢自分の農地だから許可や届出等をしなくても、自由に売ったり、 

貸したり、転用していいものでは｣と思っている方はいませんか。 

●農地を『売ったり』『貸したり』『転用』したりする 

ときは、｢農地法｣等に基づく許可が必要です。 

●対象の土地が農地であるかどうかは、現況で判断されます。登記地目が農地(田・畑)

であれば、耕作されていなくても農地として扱われます。また、登記地目が農地でな

くても、農地に利用されている土地は農地とみなされます。 

３  条  申  請  及  び 
農業経営基盤強化促進法 

 

４条申請 ５条申請 

■農地の転用とは、農地を住宅・工場・倉庫・駐車場用地

など農地以外の用途に変更することで、農業委員会を経

て県知事の許可が必要です。 

■農振法の農用地区域内農地でないか農業振興課で調べ

てください。もし区域内農地であれば除外の申請をして

ください。県の認可によるこの除外が決定にならないと

農業委員会への転用申請ができません。 

 

■農地を耕作目的で売買した

り貸し借りするときは農業

委員会の許可が必要です。 

■農地を取得する適格者（耕作

者の面積が申請地を含めて

下限面積２５ａ以上）でな

い場合には許可されません。 

農業委員会事務局(市役所 3階) 

☎０９７３-２２-８２１３ 
お問合せ先 

 

 

 来年の５月から、申請書の締切日が毎月２４日に変更となります！！ 

 

※２４日が閉庁日の場合には、次の開庁日を締め切りとさせていただきます。 

 来年の４月までは例年通り、毎月１７日が締め切りなのでご注意ください。 

締め切り日が変わります！！ 


